
家族のアクティブライフ攻略アイテム



わが家のこれまでのイベント調査

大成功！
やや不満

84％16％



帰宅が遅れて次の日の月曜日が眠かった

初日の出に間に合わないかと思った

キャンプで星空を少ししか見られなかった

「やや不満」時のアンケート調査結果
(調査場所：わが家)

(8歳/男性)

(5歳/女性)

(？歳/女性)



帰宅が遅れて次の日の月曜日が眠かった

初日の出に間に合わないかと思った

キャンプで星空を少ししか見られなかった

→車酔いによる休憩時間延長のため

→強風・山道・砂利道での移動時間増加のため

→長距離ドライブの疲労で眠くなったため

原因調査



原因まとめ

車酔い 移動時間
増加

長距離運転
による疲労



原因まとめ

ドライブは楽しいけれど、大変なときもあるよね…

車酔い 長距離運転
による疲労

移動時間
増加



それでも僕たちは

もっと遠くまで走りたい

色々なところに行きたい



目的地でも家族みんなで

思いきり楽しみたい！



だから、提案します



わが家の車に

STIパーツを装着しよう！





走行性能と快適性を両立した

「強靭でしなやかな走り」を

実現するカスタマイズパーツ
（STI オフィシャル Webサイトより）



なんだか、すごくない？



STIパーツをつけると
わが家にどんな

メリットがあるのか？



STIパーツをご紹介します





クルマが受ける空気の流れを整えて

安定性を高めるパーツ

エアロパッケージって？



h t t p s : / / w w w . s t i . j p / p a r t s / f o r e s t e r _ s k / p a c k a g e /

STIの５つのエアロパーツ

フロントリップスポイラー

フロントサイドアンダースポイラー サイドアンダースポイラー

リヤサイドアンダースポイラー

エアロガーニッシュ R

https://www.sti.jp/
https://www.sti.jp/parts/forester_sk/package/


→ クルマのフラつきを抑える

→ 燃費向上に効果

ST I  パ ー ツ 装 着 車ノ ー マ ル 車

空気の流れを整えて走行安定性を高める



揺れや振動が減る

直進した際のハンドルの操作角度の比較

ハンドルの操作角度の幅が大きいと
車体がふらつき

ハンドルがとられやすい

→乗り心地アップ

STIパーツ装着車の
ハンドルの操作角度

の幅
ノーマル車の
ハンドルの操作
角度の幅



FLEXIBLE TOWER BAR



クルマの骨格を強くしなやかにして
安定感のある気持ち良い走りを

実現するパーツ

フレキシブルシリーズって？



ハンドルを動かした分だけクルマが反応する

時 間 の 経 過 →

→運転の気持ちよさアップ

ハンドルを切ってから
タイヤが曲がり始める発生時間の比較

ST I パーツ
装着車が

曲がり始める
タイミング

ノーマル車が
曲がり始める
タイミング

タ
イ
ヤ
の
角
度
→

ハ ンドルを
切る

タイミング

A B C



ジョイント部分がしなって

クルマショック吸収性能を邪魔しない

→快適な乗り心地

ST Iフレキシブルタワーバーの秘密





鉄より軽いアルミ合金による軽量化で

スムースな乗り心地を実現するパーツ

アルミホイールって？



ナット穴の強化

h t t p s : / / w w w . s t i . j p / p a r t s / s p e c i a l / d e t a i l / 0 0 2

スポーク／リムの
充分な強度

しっかり
エアボリュームを
確保する設計

取り付ける部分が強いと
安定感が増す

コーナーリング中
しっかり踏ん張る

充分な空気量を確保し
グリップを安定させる

ST Iアルミホイールの

３つのポイント

1 2 3



軽さ＋強さで

ハンドリング性能アップ
耐久力アップ

→爽快な走り

→安心・安全

→疲れない



→ 運転が楽しくなる

→ 快適な乗り心地

→ 遠くまで走っても疲れない

→ 乗る人みんなが疲れにくい

STIパーツ まとめ



軽減

車酔い 長距離運転
の疲労

ST Iパーツ まとめ

移動時間
増加



ST Iパーツで疲れにくくなる



＝

わが家のイベント
成功率アップ

つまり

STIパーツで疲れにくくなる



s

STIパーツで

わが家の幸せもさらにアップ



どうか

導入検討をお願いします
導入検討をお願いします

お母さん



お母さん



ご清聴ありがとうございました


